
「青少年および育成活動等の表彰」実施要項  

（昭和51年7月29日制定）   

（平成10年7月16日一部改訂） 

（令和8年4月22日一部改訂） 

１ 目  的 

 あらゆる困難を克服しながら真剣に自己形成に努め、健全な活動をしている青少年をはじめ、

青少年団体等、また、青少年育成に努力して多くの成果をあげている有志者及び育成団体、活発

な活動等により特に成果を上げている青少年育成市町村民会議等を表彰して、その活動を広く紹

介することにより、これからの活動をさらに奨励助長し、青少年の健全な育成に資することを目

的とする。 

 

２ 表彰の対象 

表彰の区分は次のとおりとする。 

なお、当表彰を受けたことのあるものは、表彰の対象としない。ただし、団体は表彰後１０ 

年を経過したものは、除外の対象としない。 

 (1) 青少年・青少年団体等の部：青少年個人、又はおおむね青少年によって構成される青少年団

体等で、次の区分に該当する行為ないし、活動が顕著であり他の模範となるもの。 

  ア 奉仕活動：環境美化、社会福祉、事故防止等に種々の悪条件を克服して行った活動 

 イ 研究改善活動：公共物の愛護、公衆道徳の普及、生活改善等でよい成果をあげた活動 

 ウ 文化体育活動：明るい町づくり、職場づくり等に大きく貢献した文化活動 

  エ 育成指導活動：青少年団体等の育成指導に、特に成果をあげた活動 

   オ その他の活動：アからエまでの項目にあてはまらないが、この目的からみて表彰するこ 

とが適当と思われる活動 

（2） 青少年指導者等の部：青少年団体の結成又は活動促進、青少年の育成指導に、特に功労のあ 

った団体又は個人 

（3） 青少年育成市町村民会議の部：青少年の健全育成に特に成果を上げ他の青少年育成市町村民 

会議の模範となる活動を行っている団体又は市町村民会議の活動に長年貢献され特に功労の 

あった個人（宛て職の公務員を除く） 

３ 推薦方法 

  次に揚げる関係者から、別紙様式により表彰各１件の推薦を受けるものとする。 

  青少年育成市町村民会議・青少年育成鳥取県民会議会員団体 

 上記推薦にあっては、青少年育成推進指導員をはじめ、青少年育成関係者による選考を経た 

上で行うものとする。 

 

４ 選  考 

 選考は、青少年育成鳥取県民会議常任委員会で行う。 

また、個別の事案で検討が必要な事項は常任委員会で審議する。 

 

５ 表彰状贈呈 

 青少年育成鳥取県民大会において、会長から表彰状を贈呈する。 

 

６ 発  表 

 選考の結果は、広報等を通じて公表するほか、推薦者及び被表彰者に通知する。 


